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巻頭言

石川県病院薬剤師会　副会長
小松ソフィア病院 診療技術副部長・薬剤科長

薬剤師同士のつなぎ役

中　山　貴　央

　石川県病院薬剤師会の皆様には、日頃より大変お世話になっております。今年度より副会長を拝命い
たしました、小松ソフィア病院の中山貴央です。大役を前に迷いもありましたが、環境が人を育てると
いう思いと、当院のような小規模病院の現状や考えをお伝えする役割も必要だと考え、お引き受けしま
した。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
　前年度までは総務委員長として、ボウリング大会などを通じて会員同士の交流促進に取り組んでまい
りました。今年度は副会長として総務委員会に引き続き関わるとともに、新たに地域連携推進委員会と
NST委員会の担当主幹を務めることになりました。また、病院薬剤師会とは別に、南加賀地区薬薬連
携推進チームにも参加いたします。いずれも会員同士や地域薬剤師とのつながりを強化する活動であ
り、改めて“つながり”の重要性を感じています。今回は「薬剤師同士のつなぎ役」というテーマで、私
の思いをお伝えしたいと思います。
　近年、地域医療を取り巻く環境は大きく変化しています。高齢化の進行に伴い、在宅医療や地域包括
ケアの重要性が高まる中で、薬剤師の役割も多様化しました。病院、薬局、施設、在宅といったそれぞ
れの現場が、より密接に連携することが求められています。かつては病院薬剤師と薬局薬剤師の役割が
明確に分かれていましたが、今は患者さんを中心とした“チーム”として互いを支え合う関係が不可欠で
す。
　病院薬剤師会としても、会員同士だけでなく地域の薬剤師の皆さんと深く連携していく必要がありま
す。しかし、「どうつながるか」「何を共有するか」に迷う場面も少なくありません。病院では入院患者
さんの治療に専念する一方、退院後のフォローや服薬支援には地域薬剤師の力が欠かせません。その橋
渡しを担うことこそ、病院薬剤師の重要な役割だと考えています。
　実際、退院時の情報共有や在宅医療への移行支援の場面で、地域薬剤師の方々と連携する機会が増え
ています。「退院後も薬を続けられるだろうか」「副作用は大丈夫だろうか」といった思いを共有できる
相手が地域にいることは、私たちにとっても大きな安心です。また地域の薬剤師からは、「病院での薬
の変更理由を知りたい」「検査値の見方を教えてほしい」といった声をいただくこともあります。こう
した双方向のやり取りを通じて、信頼関係は少しずつ築かれていきます。
　もちろん、時間的制約やシステム上の課題もあります。しかし、連携のきっかけは大掛かりな会議や
制度だけではありません。退院時サマリーに一言添える、電話で相談してみる、地域薬剤師会の勉強会
に参加してみる――。こうした小さな行動の積み重ねが、地域全体の連携力を高めると感じています。
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　石川県は都市部と中山間地域が混在しており、地域によって医療資源や薬剤師の活動範囲も異なりま
す。その中で病院薬剤師会が果たすべき役割は、病院内の活動支援にとどまらず、「地域と病院をつな
ぐハブ」として情報を整理し、共有の場をつくり、互いの強みを引き出すことだと考えています。
例えば、病院薬剤師が持つ抗菌薬適正使用やがん化学療法の知見を地域に共有し、地域薬剤師からは在
宅患者さんの服薬状況や生活面の課題をフィードバックしていただく。こうした双方向の連携が実現す
れば、患者さんの安全と安心はより確かなものになります。
　また、次世代の薬剤師にとっても“つながり”は重要です。若い薬剤師が病院・薬局の枠を越えて協働
する経験は、視野を広げ専門性を深める大きな機会になります。病院薬剤師会としても、研修会や勉強
会を通じて若手が気軽に交流できる場を増やしていきたいと考えています。立場や経験を超えて「同じ
患者さんを支える仲間」として語り合える場をつくること――それがこれからの薬剤師会の使命ではな
いでしょうか。
　最後に、私自身も一人の薬剤師として、地域の皆さんと顔の見える関係を築いていきたいと思ってい
ます。忙しい日々の中でも、「この人に相談すれば大丈夫」と思える関係があることは、医療従事者に
とって大きな支えです。病院薬剤師会がその信頼の輪を広げる一助となるよう、今後も努力を続けてま
いります。
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